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～有事に備えて～　　２月９日、総合文化会館でｉ帥MI守禦の「昭子カ防災訓紬」が行われＪした。両咬に参加した人々の孤剣な

　　　Ｌ　。　　　　　　　　表惰は、会恥の」昼い緊張然々な=jていｉした。（関連記準は白ぺ･､ジに記l斟



　　　　　　　　　　　　　　　　　'函1……福ﾚ蒔づ秘万

年ｇＪ犀､得意儀雛奢蒼ぴ蓄心よう

　波佐見町国民健康保険では、40歳～74歳の

　特定健診・特定保健指導を実施しています。

●特定健診とは

　心筋梗塞･脳卒中･糖尿病･高疸]圧症などの生活晋一病の発症や重症化を未然に訪ぐための健診です、

生活習慣病の前兆となるメタポリックシンドロームに盾目し､一人ひとりに合った生活習慣病の改善を

支援します。

●波佐見町国民健康保険の特定健診

　平成25年度の特定健診は日ｙ辿おり実施します。４別こ送付いたします叉診券と保肢証をご持参

のうえ、集|剥健診または個別健診で受診してぐださい。

主な検査項目

身体測定 身長、体重、日Ｍに腹囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－収縮期血圧／拡張期血圧血圧測定

　　採　血

　　検　尿

－‥-‥-------‥‥
　問診・診察

血　　糖　　丿空腹時泊]糖、ＨｂＡＩＣ

血中脂質　　’中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロール

肝機能　　ＧＯＴ（ＡＳＴｙ ＧＰＴ（ＡＬＴ）、ｙ-ＧＴＰ（ﾄﾞｰＧＴ）

背機能 尿酸、クレアチニン、ｅＧＦＲ

尿糖、尿たんぱく、尿潜泊］

健康状態、喫煙、服薬、既往歴などの確認

平成25年度の集団健診日程

平成25年５月11日(土)～18日(土)

平成25年９月17日(火)～19日(木)

平成26年２月５日(水)～７日(金)

●指定医療機関（個別健診）

健診機関名 電話番号一　健診機関名 電話番号 健診機関名 電話番号

泰いちのせ内科循環器科 85‾7770-小鳥居内科・脳神経

85－20(〕1　内科クリニック

ｒり'1　¬nn¬
※波佐見病院 85－7〔}21

恣松尾医院
1.り　IUG､♂　1　　　　　　　　　1※はすわ診療所 85－5221

坂口医院

こうの内科医院

85－3DOt］’一中村,内科医院 85－7325 1中尾野中医院 a5－3077

2(〕－7500　1西の原野中医院 85－3054と八並整形外羽医院 肺一5刀5

※の医療機関で｢ま、 短期総合検診（人間ドック）も受診できます。

ｚ皿∂広脊淑鴎∂
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瀧順に薗入鄙iと貳諏溜貧･と瞭叙c貝劃

い瞭　　　。　　　一肌礼,まr｡
｜

一 一 一 一 一 一

こんなとき 届出に必要なもの 届出が遅れると
一一一一-

　加入するとき

・他の市町村から転入したとき

・職場の匪原保険をやめたとき

・健康保険の被扶養者でなくな

　ったとき

・印鑑

・職刳の健康保険をやめ

　た証明書

(離転回がわかるもの)

・保険証が無い期間の医

　療賢は全額自己負.担と

　なります。

脱退するとき

・他の市町村に転出するとき

・職場の健康保険に加入し

　たとき

・職場の健康保険の扶養者

　になったとき

・印鑑

一国保と職場の健康保険

　の両方の保険証

(未交付の一台｢よ加入した

ことを証明するもの)

一国保資格の喪失後、国
　保の保険証で医療を受
　けた場合、由保が負担

　した医療費を返還する
　ことになります。

１

居直緻犀で鼎匿1]育厭厭が4摩歴
廃屋よ屏豚蒙で罫寥ｸ･まず。

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
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●波佐見町国民健康保険･後期高齢者医療保険より「限度額適用認定証」の交付を受けて、保険医療機

　関の窓口で提示することで窓口負担が自己負担限度額までになります。なお､年齢や所得区分によっ

　て自己負担額が異なりますので下記の表をご参照｡ください。

　・70歳以上

所得区分 外来（個人単位） 　　外来-ﾄ入.院（世帯単位｝

日収10｛J円十（医原政一267高）｛〕円）ｘｌ％
現役並み所得者

(窓口負担３剖)
弱.匈{]円

―　　鮫

低所得者ll

低所得者Ｉ

12.〔XXJ円 弛疸〕円

私〔X〕〔}円 24,60(〕円

8.厖}円 15.000円

・7｢o或未満

所得区分 自己負担上限額 自己負担限度額｛※４回.巨以降｝

　　　　　83,葡0円
　　　上位所得者

(基礎控除後の所得釦D万円以上)
150,印O円小（医療費－50D,0〔］0円））《１％

｜　　　　一　　般 臼0,1〔Xﾆ〕円＋(医療費－267,{〕[K】円)ｘｌ％ 44,4圀円

２　　住民税非課税世帯 35,4〔K〕円 24,a]0円

　　　　一一

※過去12ヶ月問に、一つの世帯で４回以上あった場合は、

＠s､7.∂廊四四

引回]目以降の限度額を超えた分が支給されます
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　波佐見町陸上競技協会（波佐見陸協）「眠昭和31年の町村合併と共に発足し、９在に至っ

ています。当聴は、町協会単独で活動するというよりも郡の協会の一員として活動してい

ました。

　現石は、主に町内一周駅伝や郡中体辿、九州一語］駅伝への審判民の派遣、県下一因駅伝へ

の選手、審判員の溜池を行なうなど活動も年々活発化しています。

大会紹介

　１月　町内一周駅伝大会協力

　３月　波佐見ロードレース大会主腔

　11月　郡小学生陸上記録会

　11月　林道マラソン大会協力

　　町民の皆様へ

　現在は、選手登録と審判員登録の会貝で組織していますが、これからは陸上競技を行な

う団体の谷加を促し、会員の増を図りながら､組織の拡充に努めて参りたいと考えています。

　走る、跳ぶ、投げるはあらゆる薗動の基本です。すでに町内の色小学校で｢ま、協会の会

員が主体とな口で陸上教室を開催し、子供たちの体力向上と心身の練磨に努めています。

また、中学校陸上部への指導も行なっています。

　陸協の会員となって｢公認の大会に出嗚してみたい｣｢審判員として参加したい｣という

方は、遠慮なく申し出ください。一緒になって陸上闘技を盛り上げて行きましよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波佐見町陸上競技協会会長　松尾　誠

悶回

･'‾'‾･ ･'
　　-=■=･ -.I..i.gS

λ

ｉ

１

●問い合わせ先　波佐見町体育協会事務局旧合文化会館内）　　雪85－20ぶ1

　　　　　　　　　　　平成25年４月号剣道協会ヽ２む1少岬泳法協会の紹介を掲載予覚でi.J･|

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JaJのＵｔ尼∂
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学生を応援します！ 奨学金鉱度 について

　波佐見町及び長崎県育英会では、経済的な理由で高校や大学、各種学校への修学

が困難な学生を後押しするため、奨学金を貸与し支援しています。

1………iﾌ,不]ここにl¨｢'i

●出願資格

　・高校生

Ｊ=Ｉ‾ミ｜
　･- ．．．

一一-

-

　・大学生（短大生・専門学校生を含み、大学院生は除く）

　・町内に住所がある方の子弟

　・学資の支弁が困難であると認められる方

　・他の団体から貸付を受けない方

●貸付金額（月額）

　【高校li0.0Do円　【大学】20､〔〕[]{}円

●願書受付期間

　４月１日(月)～５月31日(金)

●償還方法

　卒業後６か月間据え器官、1〔〕年以内佃還(翔利子)

●問い合わせ先

　波佐見町教育委員会(総合文化会館内)晋85－2Cぷ、

匹甘Lに苔享今=器掌余

　゛.‾一一　ﾐ』●"-･･-I J 乙･.･　-'‾-ﾐ･　'-　㎜　-'一一

●出願資格

Ｊ
こ

’
？

　・長崎姚内に住所を有する方の子など

　・経済的理由によ０修学困難で、かつ人物・学業ともに奨学生としてふさわしい方

●貸付金額（月額）

　【高等学校等】※ただし、通信制を除く

国公立 私　立
18j〕00円,10,000円の選択制 30,000円，20.匹円，10.

23』00円,10.000円の選択制 気{]0(〕円，20.顛円，10.

30,000円，20.000円，10.000円の選IR制

　　　　　　　一　‥-‥　　‥
a5.{}0〔〕円，20.000円，10,DO【】円の選択制

　通学方法

　　　-一一一一一一　-___＿..___._._.

　自宅から

　･------･

自宅外から

　【大学・短期大学・専門学校】

・ただし、短|坦大字・専門学校は平成21年４月賦降入学者が対象。また、専門学校はr専門

　士」「高度専門士」の称号が付与される課程・学科に限る。（大学院、通信教育等を除く）
　国公立

41,01:〕|:〕円

私　立
一 一 -

47,000円

一 一 一 一 一 一

■ － ． - 一 一 ．

づ

　｜

●償還方法

　卒業後６か月間据え置き、賞与額に応じて８年から2･0年以内で償還（無利子）

●応募締切

　【高等学校等】４月１日（月）～５月10日

　【大学・短期大学・専門学校1　　4月26日

●問い合わせ先

　長崎県育英会　登095－ 824－ 75C｝1

＠Jおぬ6MjZ

(金)

(金)

※県育英会必着

※県育英会必着



処貫流回こ

波佐見同額合タクシー『のんなっせ司』の

　遡行タクシー会社入れ瞥えについて
　里謡jUL圭亘旦」日より、波佐見町乗合タクシー「のんなっせ弓」を運行するタクシー会社

び下表の通り変更となります。

期　間
　　　　　宣　路　鐘

(野4Jll纏・中尾湯無田篠など)

　　　掬路綴

__･停折苧琴疼ﾉ一一など)＿

　相互タクシー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥一一
・　一一--－-一一　一一 一一一一t
i‾-.㎜㎜■　㎜㎜㎜　㎜　■㎜㎜■■■㎜㎜　　　･■㎜■■　　■･㎜㎜　　　　　　■■　　　　　■　_J_-一一一一一一一一一一一一　---"･‾･

　　　　マユミタクシ

ー

　　　　　　　９８５

－

５８４４

㎜　　㎜㎜㎜■■■㎜■■㎜■■･　　■　㎜■

　　　－　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜㎜㎜■■㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜■■㎜

-

㎜㎜㎜■　■　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜
・一一一一一一

ｇほＪ

-一 一 一 一 一

一 一 一 一

一

　 　 － 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一

ｌ

ｌ

ｌ

―
‐
ｊ
７

忿蔀回り噂

　【変更前】

平既２５年３月３１日まで
一 一 一 一

一 一 一 一

【変更後】
｜

マユミタクシー
---‥----------------------‥-･----------------------‥-　　－
㎜㎜　㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　㎜㎜㎜㎜■㎜
　　　　　　　　　･一一　－　　　㎜■■■■　■㎜　■■㎜･㎜■■㎜㎜･㎜㎜■■■■　㎜■㎜■■

　　相互タクシ

ー

　　　　ｇ８５－２０５０平成２５年４月！日から｜

㎜　　:　－　:ﾆ　¬-:_.:六天＝ﾌ＝
一 一 一 一 －

※電話のお掛け間違えにご注意ください！

㎜　－”’一一一一　’W■㎜W■-”-

　運行工予約赫間､_停貸所に　ー‾る　　は　り　せんので、これまで通りご利用いただけます。

３月配布物の中に新しい路線図、B顛|』表を配布しておりますのでご活用ください。

●問い合わせ先　役場商工振興課商工観光係　昔85－2111

一 一 －

(内磯224)

　　　－　　　　　　　　　　　　－迦盾れ萄･ご廬�蓄瀞）｡

ｒ　一一， ．．：‘：１ｒ？・ １
１　．，’・　｜」　日　！

ｉ　･-_=Ｊ！・，ゝ．．･｜ｌ ｆ

　育児休業中に保育所を利用されている方びいらっい叫､啄すが、保育所への入所判定基準

はどうなっているのですか？

ド丁の回答】

　保育所は、保護者及び同居の親族（祖父母）の方が就労などにより家庭内で保育ができな

い場合に利用できる児童福祉施設で必り、基本的に育児休笑中は保護者が家庭にいらっしや

るので、「保育ができない」という要件に該当しません。

　しかし、厚生労働省雇用均等・児星家庭局保育課長通知（平成μ1年2一月22日課児保発

D2220DI付）で、休業開始蚕］既に保育所に入所していた児童については、次に謁げる場合等児

徊徊祉の観点から必要と認める場合は、地域における保育の実情を踏まえた上で、継読入所

の取り扱いとして差し支えないとされています。

Ｏ）次年度に小学校への就学を控えているなど、入所児童の環境変化に留意する

　　必要びある場合。

（２）当該児童の発達上、環境の変化が好ましくないと思料される喘合。

　入所児童の家庭の状況等について、毎年事実の確認を行い、入所に関し公平な状況を保ち、

地域としての適切な保育の実施に留意することとなっていますので、毎年、新年度の継続入

所受付の時期で家庭状況等事実の確認を実施しておりますが、更に保育園に協力要請し、事

実確認を図っていきます。貫・なご意見ありがとうごごいました。

●問い合わせ先

　役場住民福祉課子育て支援係　雲85－2111(内眼117、118)
－ － … - ‥ 　 ‥ - ‥ 一 一 … － 一 一 ‥ ‥ ‥ ‥ 一 一 　 - ・ - － － － - - － － － ‥ ‥ 一 一‥ 　 　 … … … ＿ 　 　 　 　 　 　 　 ‥ ＿ _ 　 　 ＿ ＿ 　 　 ‥

－ 一 一 一 一 ‥ 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 　 　 　 　 － 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 － 　 　 　 　 　 　 　 ‥ － 一 一 一 一 一 一
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周で＼ず

　　　　　　～かけがえのない人の命を失わないために～

　毎年、全国では３万人を涸える自殺者があり、毎日9｛｝人余りの尊い命が夫われています。特に例

年自殺若数の多い３月は［自殺対策強化月醐］」と定められています、波佐見町では平成16年の６人

をピークに毎年Ｓ人から４人の自殺音があります。周囲の方々はそのサインに気づき、ここるの声

を聴いてあげてください。早春はストレスを抱えやすい季節です。きっとあなたにも抱える「命」

があると思います。

　「自分で気づく変化…こころのチェック」

ｉ次のようなことが10日以上続いている発会は

　医療機関を受診しましょう。

○よく眠れない

○食欲がわかない、ご飯がおいしくなくなった

○疲れやすく、やる気がない

○気分が晴れない、否うつである

○集中できない、判断力がおちている

○楽しいはすの活動が楽しめない

バゲートキーパーをご存知ですか？
｜

｜

｜

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｙ　役場健康推進課健康増進係

ご利用ください。

ム巾柚子・ペピ，カ･，を玄関に陵

　酸．庁舎角でご利Jllくださ1,･．

　　　　　　一一　　　..__＿.

∂即ほＪ広･－掴びZ

うつ病|よ決して特別な病気ではありま

せん｡きちんとした治療を受ければ必ず

治る病気ですが、放っておくと「自信が
なくなる」「自分を責めがちになる」・‥
さらには、「死にたくなる気持ち」が出

回することがあります。

』●･ペビーシー1≒

もしかして？と恩ったら本人｢まもちろん、周囲の方もひとりで悩まず、まずは相談をしてください！

　主な相談窓口

長崎県県央保健所　地域保健諏　保健福祉班・

長崎こども･女性･障害者支援センター‥‥

波佐見町役堀　健康推進調　健康増進係‥・

東彼地区障がい者支援センター「エール」‥・

・a0957－2B－S306

・9095－B46－5115

・S0956 －85 －21 1 1

・雲09･56－26－6211

（９

（９

（８

（８

:00～17 : 30）

:00～17 : DO）

:30～17 : 15）

:30～17 : 15）

　ゲートキーパーとは、自らの心の不調や周りの人のらの不調など自殺の危険性を示す
サインに気づいて≪声をかけ≫、≪話をきいて≫、≪必要な支援につなげ≫見守る人の

ことです。あなたも、大切な家族や友人、知人の方の「ゲートキーパー」になることが
できます。坦崎県では、誰でも（どこでも）ゲート牛－パー作戦を展開中です、

　『ゲート専一パー養成講習会』を希望する嗚合は、役場健康増連係へご連絡ください。
　（対象：事業所、自治会、学校、婦人舎、老人会など）

●問い合わせ先

‘S85－2川〔内線131～133〕

包四黍l喩誂ド釦ぜ[回hrレ衝訟口
○オストメイトとは？

　臓器に機能障害を負い、腹部に人工的に排泄のための孔（ストーマ）を

装珊されている方のことです。このトイレは、オストメイト、車椅子の方、

小さなお子様をお連れの方が利用しやすいよう機能を充実させています。

j●亨ストメ４トト･fレ

　　　　　　　一一一一一一

へ

どなたでもお気軽に｜

▲ベビーキープ

　一一　　－　　　一一　－
一 一

　 － 一

一 一 一 一 一



有事に僅えて

即吟誌面混回回
　２封２日、汲佐延岡･総合文化会館においでJj刎､1

孔煕の｢原子力防災訓練｣か行われました。

　この訓練は托崎塾指導のもと､佐究県の玄海原発

で事故が赳きたという想定で､防砦､時対応の各態勢

に-Jいで確認がQり･しました。

　被ぱく量を測るスクリーニング検査や食糧配給の

1JI衛隊･援助等､り､1全休ではS6機関約.L､900Åが芯加し

た大規模な訓練となりました。

　また、１日の3｢E｢には中尾那一升石部合同の印:子

力防沢訓練が行われました。

　中尾交流釦を避強所とした受け入れ態勢などの硲

|ぶが行われ、井石郷住民佃名が扮した様々なia完の

道弘者を受け人｡れ、次々と起こる|御題に対応す忌様

子は緊張感もあり、本格的な訓練とな。でいました。

　【県主催1】||練】

　　　ﾑS附l咄の核子

,【中尾・井石合同訓練1

Ａ迦Ｓ所でのルール暗紹

ザ・酒塾

d●避難者が植になれる戈ペー14の

　　　　誼侃が必匪です．

惣残恥伍助引邑回l圭一低目
　今年で８回目となる酒塾は2J打7ロにラベル作成

＆試飲会が行われました。

　塾生は出来上がったばかりの新酒に舌鼓｡焼き上

か､｡たぐい飲みやⅢ捕え

などこれまでの体験の話

に盛り上がり、塾生IljFIで

や実行委員との交流が深

まりました。

　これにより、昨年５月

からの10ヶ月↓こ渡るプロ

グラムは締めくくられま

|｡た､、 ･&狗M.したＭＹｎ奉酒と塾生

Ｓ

j ’

市淵ｲﾏさん

徊腿迦図穴詑治包容仙収容

皆既惣≒瓢ご昌認昌湾

し1;

|ﾓ､市顧さんは足腰のJi合が&I.いことから入

駝されでおります･が､元気なお姿で面会きれ､町

長から手渡徊･した花

束を見て感游のぱ葉

を述べられていまし

た。

　体調も良く、まも

なく退院されるとの

ことで‘ｈ今後ます

ますのご｣心4･をお祈

りいたします。

今回で14台目

j･一滴町員から゛il床奄受LI眼るTli一さん

０胞娶緻＠ロ
　ｉ月21日、アルミ缶のリサイクル活動を実践しで

いる志万京了･さん｛折敷㈲｝とlll央小学校の痢童代

表が役場を訪れ、町へ車椅子を霊囮きれました。

　この車椅子は、身体の不111山な人に車椅子を哨り

たいという思いからアル刎吐!』収を如められた志方

きんと、学校ぐるみでアルミ缶10」収を行っているlll

曳小学校児童が、リサイクルの収益金で購入したも

のです｡

　寄廓していただき

ました車椅子は、身

休の不自111な方々の

ために大切に活J1｣さ

せていただきます。

　ありがとうござい

ましたr、
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｢まちの元気は笑いから｣含匹昭昭!息灸江沢脱]ロき』

｢昌昌昌昌こ歴゛之"-ｓ
　束鎗商TI:会雅証の木講演

は、無料の入場整理券で講

咄を1111くことができ、会場

は家族連れの娶も多く見ら

れまＬた。

　満員の会場は、終始大き

な笑い4こ包まれでいました。

町民音楽祭

毎回仙日巨しり公認l多
　2Jj2ぴ｢、｢i25【h圓･民音楽祭】が総合文化会館

で開器され１した｡

　波陛昆ベンチ･､･－Ｘのバンド演奏で|刑会。合唱

やオペヅ、合奏など幼眼U･]11!から小哺｣･高校生･

λ:人まで幅広く出演し、時折政客も手拍子をする

なとI会場内が一体となり､｡盛り上が、た一日とな

り１した｡

辱V司

‾‾‾A芦ﾗ刄芯ぶ‾‾゛

,･･アナンダ幼根[l]

轟コール・11声み

･･,束小学校

長崎がんぱらんぱ大会

[p[がi々汐認知咄訟胞瓜町

　2J=H II, 平成2G年に｢荊|防れる|混紡がんばら

昌m雪昌昌こ昌謳謳Jに

ツ協会の力･が波佐見町役場

を訪れました。

　瓦崎県障害者スポーツ協

会｣μ}決i:表明後には、が

んばくん・らんばちゃんの

ダンスも披露されました，j･ダンス｢はL泌りがん|政Ａ｣
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２
月
。
1
7
日
、
第
3
6
回
南
地
区
壮
年
駅
伝
大

会
か
南
地
区
で
圓
ｇ
Ｑ
４
’

９
％
Ｉ
ム
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
桔
汲
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
大
会
結
果
　
※
敬
称
略

　
『
咬
の
部
』

　
優
　
勝
　
乙
長
野
Ａ

　
準
優
勝
　
協
・
扨
Ｂ

　
第
３
泣
　
志
析

　
７
１
ル
ド
の
部
】

　
座
　
蕎
　
臨
・
相
方
－
ル
ド
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敢
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宮
崎
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ふ
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）

　
村
川
１
１
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内
）

　
本
町
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ｌ
ツ
推
進
委
‥
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ハ
の
坂
本
回
信
き
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一
皿
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）
が
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こ
の
ほ
ど
九
州
地
区
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
功
労
者
表

彰
を
受
付
ら
れ
ま
し
た
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坂
本
さ
ん
は
、
平
成

４
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か
ら
ス
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推

進
委
口
と
し
て
、
2
0
年
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本
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の
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ポ
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の
据
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囲
一
に
大
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回
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き
れ
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ト
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ゴ
ー
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す
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７
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コ
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し
た
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ど
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選
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161〉01くV波佐見高校だよ｀り
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持
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迦
を
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て
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能
の
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回
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、
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涙
う
こ
と
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目
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一
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一
１
ド
レ
ー
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嘔
吐
下
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」
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東
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医
師
会
山
川
　
裕
（
東
彼
杵
町
）

　
幼
小
児
で
は
以
前
か
ら
見
ら
　
い
。
は
訴
え
ら
れ
な
い
・
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ー
Ｘ
か

れ
て
い
ま
し
た
か
比
較
的
最
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あ
・
り
ま
す
の
で
周
間
の
方
が
注

は
大
人
で
。
も
嘔
吐
下
痢
を
伴
う
　
意
し
て
く
だ
さ
い
。
唇
や
□
腔
内

感
染
症
が
広
が
り
を
見
・
ぜ
て
お
　
が
乾
燥
し
て
い
た
り
お
し
ご
」

り
・
ま
す
。
。
ノ
ロ
や
石
タ
と
い
っ
た
　
の
量
が
少
な
い
よ
う
で
し
た
ら

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
な
る
ケ
ー
　
脱
水
を
疑
っ
て
く
だ
さ
リ
症
状

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
症
状
。
は
急
　
が
治
ま
ヮ
て
き
た
ら
お
か
ゆ
等
・

に
起
こ
る
発
熱
嘔
吐
と
下
痢
で
　
消
化
の
良
い
物
か
ら
始
め
て
・
く
・

激
し
い
腹
痛
を
件
う
こ
と
も
あ
　
だ
さ
い
。
油
も
の
は
控
え
ま
’
‐
７

り
ま
す
。
虫
垂
炎
、
腸
閉
そ
く
や
・
　
う
。
症
状
が
治
ま
っ
て
普
通
食
が

他
の
感
染
性
大
腸
炎
一
細
菌
性
｝
　
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
ら

と
の
見
分
け
が
必
要
で
す
。
　
　
治
癒
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ

　
嘔
気
嘔
吐
、
腹
痛
、
下
・
痢
が
主
　
ま
・
す
。
こ
れ
Ｉ
こ
は
別
に
嘔
吐
に
ば

で
す
が
こ
の
た
め
に
食
事
や
水
　
誤
床
一
一
・
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に

分
摂
取
が
困
難
と
な
・
り
。
脱
・
水
を
　
ご
高
齢
の
方
や
脳
梗
塞
等
脳
神

引
き
起
こ
し
易
く
な
り
ま
Ｉ
Ｔ
。
咽
　
経
疾
患
の
既
往
が
あ
心
方
、
ｍ
口
管

喉
の
渇
き
を
訴
え
る
場
。
今
は
、
嘔
　
等
チ
ュ
ー
プ
栄
養
の
方
『
認
知
症

気
が
少
し
落
ち
着
い
た
ら
水
分
　
の
方
、
休
‥
・
刀
が
低
ド
し
て
い
る
・
方

を
少
し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
飲
　
等
は
・
誤
嘸
に
気
づ
か
ず
肺
炎
を

ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
　
　
引
き
起
・
こ
し
亡
く
な
ヮ
で
し
ま

度
に
た
く
！
ん
の
尿
を
飲
ま
せ
　
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
注
意
が
必

る
と
。
嘔
・
吐
を
引
き
起
こ
し
て
し
　
嬰
で
す
。

ま
い
ま
す
。
小
さ
い
子
供
や
ご
高
　
　
食
べ
物
は
ま
ず
加
熟
し
て
食

釦
の
方
は
訴
え
が
少
な
い
あ
る
　
べ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
カ
キ
は
加

然
し
て
食
べ
た
ほ
う
が
安
全
で

す
。
手
洗
い
・
を
行
ヽ
・
て
く
・
だ
さ
い
。

吐
物
や
排
泄
物
を
処
理
す
る
際

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
特
・
に
床

に
吐
い
た
も
の
は
じ
ゅ
う
た
ん

‐
９
カ
ー
ペ
ッ
ー
ト
に
付
着
‥
す
る
陽

介
も
あ
り
、
き
れ
い
に
取
り
除
い

た
と
思
。
っ
て
も
、
残
。
っ
て
乾
燥
し

た
も
の
が
埃
と
し
て
空
中
に
飛

散
し
感
染
が
広
が
る
可
能
性
が

高
い
・
た
め
、
次
亜
’
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
希
釈
教
や
加
熱
な
ど
で
Ｌ

り
か
Ｉ
に
‥
’
と
し
た
処
理
が
必
。
緊
で

す
。
マ
ス
ク
着
用
、
使
い
捨
て
の

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
ふ
・
・
き
取
り
用
の

ベ
ー
パ
Ｆ
な
ど
使
用
し
ま
す
が
、

そ
の
た
。
め
の
処
理
セ
ッ
ト
が
売

ら
れ
て
い
・
る
・
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
・
に
し
・
た
後
は
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
只
イ
タ
ー
等
一

で
消
・
肖
す
る
と
安
全
で
す
。

ｊ

ｌ

こ
ｌ
ｅ
＠
＠
９
０
０
＠
ｅ
ｏ
ノ

　
☆
波
高
生
と
健
康
づ
く
り
講
習
会
☆
　
　
　
　
　
‐
　
‐

・
２
月
６
目
（
水
）
に
食
生
活
改
善
捨
遥
9
'
i
4
.
4
J

Q
共
催
で
、

　
9
1
z
;
＆
d
M

‐
‐
八
菖
‥
ら
し
を
始
め
る
波
佐
見
高
校
３
年
生
〔
1
8
名
Ｊ

　
に
、
健
康
づ
く
り
講
習
会
を
行
い
ま
’
‐
石
化

　
　
講
習
で
は
今
後
も
規
則
正
し
い
食
生
活
習
慣
を
紬
持
す
ゐ
こ

　
と
、
そ
し
て
生
活
習
肘
病
予
防
の
た
め
に
、
巡
正
化
‥
重
の
把
握

　
や
一
‐
Ｊ
Ｊ
．
の
大
り
さ
。
食
事
バ
ー
フ
ン
ス
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

　
一
封
加
し
た
・
生
徒
き
ん
・
か
ら
は
、
「
講
習
を
受
け
て
、
自
分
の
適

　
正
体
重
が
わ
か
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
、
栄
養
バ
ラ
ー
ノ
ス
を
考
え
で
生
活
し
て
い
き
た

　
い
。
」
と
の
・
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
Ｌ
だ
。

　
　
調
理
Ｆ
ａ
ｐ

９
’
ｔ
ｉ
．
ｒ
７
晶
（
お
に
ぎ
・
り
、
豚
汁
、
簡
単
サ
。
ツ

　
ダ
ー
、
魚
’
の
ホ
イ
ル
焼
き
。
フ
ル
ー
ー
ツ
ヨ
ー
ー
ゲ
ル
ト
Ｊ
に
挑
戦
し

ま
Ｌ
か
こ

期習ち　まほく　みで
侍憤の鮭しえのへな生へ

ｆ

ル
"
Ｐ
ｓ
￥
．
ｚ
‐

Ｑ

Ｉ
‘
‐
￥
Ｑ
ａ
=
ｌ

しへ今康たて若ルが池
た
ち
も
良
則
に
。
、
ま
た
楽
し

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
｀
≒

ス
メ
イ
ト
も
「
一
人
で
も
多

い
方
々
へ
食
の
大
切
さ
を

い
き
た
い
。
」
と
話
し
で
い

　蛙瘤チレホンブ1げラ.ﾑ

　登0120－555－203
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月疲れやわ･
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火とこずれ備前を泊すには

水乳幼児の貧111
　　　　　‥　　　　＿

木屋捕にｌ響を及ぼす猿

金うつ喊諸の家齢『別応朗1方

ｕED(肴起吊金団の時藪

一一一一　　　　　　………一一一一
　　　　　4　J=1

月注意1なくて｢μ･け1,:い脈哨tj!=

火ilがんとピロ.り菌

水'よく趣痛を鳶える子ども

ｰ-‥--…----‥………----･
末創1に気付かないイガ

金個ぐきの包の壹t

tlアフターピル

寥徊哺は舶の？一ﾌﾟが腫れ1す，

lpgaJ�周波jz
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　り,訥Ｍ･|｛のフマーf･j.･.7愛眩μ痛･を6詞1しています

●文化交流大会〔害=加手数判:・〕01引

　・健康マージャλ交流入会　　--------－-……-
　　|=|時：１月2汀1（|･））年齢輯91:a〕歳幻,上

　　場所：マージャンハウスいでがみ（艮叫’illn

　　lll込締切:j1月12「ﾖ（金）

　・ふれあいぺ|町t.交流将棋大会

　　日ll¥:引］］９Ｈ（ﾄn　年齢制限：なし

　　場所；長|哨市匍殴?福祉会館

　　Ill込締切：４月191.1（金）

　・|川碁交流大会

　　li時:5月251ﾆ|をlj年齢||」眼!1ｓ£以j■〔貧以上

　　場所：侵略r蝕勤労福祉会館

　　申込締切:4JI〕9lj（金）

●生きがい作品展（旧品料：無利一）

　　EI極：６月13日（永）一一161」（1.11

　　年齢制限：釦歳以上

　　場所:一侵略県砲術鮑

　　IFI込締切：５月20ﾖ:（C月）

●祠い合わせ先

　長|哨i,1,すこやか長寿財団i如95 －847－ 5212
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　自治会､学校､企業等か'ili､すZI災1!り｣ぞランテ､f

ア活動に関する９習会等に、魁料で諮師を派遣し

ています。

　いま、私たちにできることを講師と一緒に学ん

でみませんか？

　派遣申込1‘1:を提出後、学習会をllj佐Ｌ、終了後

２週間以内に派遣報;!Mllを提出していただきます｡

　申込iIF様式はホｰ･ムページからダウンロードで

きます。詩編は下記へお問い合わせください。

●申込・問い合わせ先

　財団法人　県民ボランティア振興基金

　〔

｡

長崎市江戸町2 －13　艮崎l､し県民協傀課内〕

　登i395 － 827 － 7615

　ホームページ　　]ILtμ//vi)lu41pojp/
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－　　－　一一一一一一一一一一一一一一　　　一一一一　　--－-----‥------‥--－－　－　　　－一一一一一一一一　一一一一‥一一…　-----‥-　一一　　　　－
‾‾｡｡ごごΣ７こﾐここごごご⊇乙二万yy=･⊆
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　波佐見町では、｀|りi24年度に行･⊃た総合･£化会

酷の改修工事や回i仔館図書の鵡入部に、サマー

ジャンボ家くじ基金からの市･町交付金を活用しま

した｡

　この交付金は、公益の増進を1:|的とし、地域の

謹題院一決のための調査研究や人材育成事業､少予･

高齢対策やlil一交流事業等に活JIIすること↓こなっ

ています。

｜

｜
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●難病等の方々が障害福祉サービス等の対象となります。

　II殲25年む･jに諭1｣:きれる|毀害和隠合支援法で

は、障害者の範囲に特定の班病等の方々が加わり

ます。

　対象となる方々は、身体障害若手帳の所持の右I

匯に関わらず、必要と認められた障害福祉サービ

ス等の受給が可能となります｡

　1担当窓口1

　役場佳代福祉ぷ社会福祉係(内線111･司拓)

●軽中度難聴児の補聴器購入費を助成します。

　新生児聴覚検査等により軽・中度の｣昨覚障害が

あると認められた子どいこ対して、耀｣斟を購入に

変する費川の一郎を助成します、

　[担当窓111

　役場住民福祉課社会福祉係(内線H/ト11句

●育成医療と未熟児に関することの窓口が変わります、

　育成医療と未熟児に関する事務か、県から波.iな

見町へ移譲されます。このため申請等の窓口が下

記のようになります｡

　・身体に障害のある子どもに対する育成医療の給

　付に関すること

　【担当窓口】

　役場住民福祉課社会福祉係{内線114～116}

・未熟児に対する養育医療の給付に関すること

　【=咀当窓口】

　役場住民福祉課子育て支援係(内線117.118)

・未熟児訪問指導に関ずること

　l担当窓口l

　役場健康推進渫咄咄=増進係(内報L3)～]33)

※支給の条件等の詳しい内容やご相談は、各担当

　窓口へお問い合わせください。

●問い合わせ先

　波佐見|||r役場1!i85 －211.1(各担当窓口)

　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　㎜㎜　　こ_ﾆ.こ__.二_._二‾ﾆご‾ﾆ‾___･---‾ご‾‾‾‾"‾‾こ‾こ
　　=塵匹≠≠　

づ聯牡緋㈲彩政帥味求4轡栖籾●●

　長崎県が収り組んでいる｢太郎お慶プロジェク

ト｣の一つとして、女性を対象としたアドバイス

事業が展開されています。

●事業内容起業にチャレンジする女性への、専

　　　　　　門のアドバイザーによる面談または

　　　　　　電話相談

●相談費用　勢料･(年度3 111)を限度}

※申込力'法等詳細についてはごF記までお問い合

　わせください。

●問い合わせ先

　長崎県男女共同参画室　S095 －8Z2－4729

　　　　　　　　　　　　gaJ　副i一差尼＠
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　戦争流汗発、fによtjで辿一gflた

にもlllわら･1‘、助力に一するこlzぞ｡

m1111脂順膳して紅槌

象、艮崎il911111Gi、戦争流伝腿｡ｲＭ

の､|已各命・、11;1爆l;;ISi』4-る槌ｊなと･
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j11漫!をN-jMﾋｉ'る。
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　－代は一隅・たＬなゐ｡を休肖す2に

とが・切にａａ脅代｡ヱレガン|-

なｔら居振る祚い、大八としての会

話力・交際力、fi:昂､場でのマナー、

食事の際の哨－なと･、美ＬいλÅの

女性になるための50のとンi､を紹介
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み
・
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決してエリートではなかりた。
「ジャマナカ」と馬鹿laりt、臨床
IXをあきらめた挫|Jiから研究｢よはじ

l･.Jたｰ‥,.iPS al!ISlfil岐に|,l功Ｌ，

ノーベルEyl岸・生理9=喬を受恪した

かい。研究人生のすべてをはじめて
明かｉ･。
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　｢人生|よ失敗ばかり、陥恂ばかりｊ

というÅ｡ほと･、いのちの陶いかたが

あ・のです一｡lOI嵐の坦ll医自4』、

日野原鍬制が財る、Å｡生を蛮える郊

惨のメッセージ。

･d’ゐ｡
波佐見・図書館　開館時間10 : 00～18 : 00

　111･211－7091（直通）
含迦|旋回似薗包含自認|・４渦JI

　毎週月曜日、第３木曜日、３月20日（祝）

泗自認齢ら吃)き廻り資

引っ越し、転出のシーズンがきました。
　図書館の資料を借○たまま転出され､そのまま連絡が

つかない事例が発生しています｡引っ越しなどで町外へ
出られる方は、今一度確認をお願いいたします。

　また、長期にわたり借○でいる方も、次に利用される

方が待っていますので、至急返却をお願いいたしまず。

●日　時　利JHI∃ｃｍ

　　　　　Ｓ：胞　lj;j会・意見発去

　　　　　9 :30　ぷjji会

　　　　　11j10　総会・バザー

●場　所　波佐見町稔合え化会館

顎会田こ限らず、多くの方々のお越

　しをお待ちしています。

　鯉のぼりの季節になりましたが、

感・事故防止のため、電報付近での

鰹のは｢りの･掲揚や魚つりは絶対に行

わないようお願いします。

　なお、万一鯉のはりや釣り糸かI包

線にかかった場合は、ﾋﾞ|分で取ろう

とせず、お近くの九州電力までご連

絡いただきますようお願いします。

●問い合わせ先

　九州･電力株式会社　大村営業所

　S01部－986 －匍3

Ｏ２月に発注した事業です。

　　　　　≪事業費1万万1･｣以上≫

　　曙壊１３１年～昭和Ｓ７年の

翼程誌非ふC4卜刈ｌＯＭ反蜃

　|『沿1ﾖ31年の訟恨ほさみCお１号（71Jいから昭和

57年第2略号（12月･り･〕までの「広匍はさみＣ１）－

ＲＯＭ版弟１集』を販売Ｌています。

　パソコンで、昔懐かしい記事や写真等を昆ゐこと

ができますに’覧になるには八dol）dgeaderのソフ

トウェアが必要です｝。

●価　　　　格　Ｌ枚　□沿0円

●問い合わせ光　役馬全開財政一広1賭賄l恰5･-2llL

　　広嘸波佐見に

　　　艦僣を興載しませんか？

　町内商[l業の振侭、生活情報の提供のため、広報

波佐辿に掲絨する広告を募集しています。

●掲載方辿　　　広報波佐見{暮らしと情報・窓)

　　　　　　　の下ｉ肪こ掲載

●広告掲載料　　名刺ｉ枚サイズ　月額5.D00円

　　　　　　　名刺２枚サイズ　月額ほ00即l

●問い合わせ尭　限除企･『劃r放課　広報担ｉ　雲別5-2L11

1励7抑心鎧覆�

・
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｢波佐見1

社 協･だ･よ･り

　　児

励　蕊

こ被災者が避難してきたら、どうする？」

一波佐児|町災害避難所運営体験型研修会－

　２月３日伯）、中尾狼ト井石郷自治会主催（共催：町・社脇）

で「波佐見町災害避難所運営体験型研修会」を中尾山交流館で

実施しました。中尾郷の参加者が避難所を運営する役を、井石

郷の参加者が避難者役を担い、模擬的に“避難所運営’を体験

することで､現実に起こりうる災害時に「どう勁＜べきなのか」

　「実際にどのような間遜が浮かび上がるのか」等について一人

ひとりがそれぞれに考える機会となることを目指しての開催で

した。
Å飲食物資分配の様予

　甦及び旧】･の防災計画によると、本町は玄海原発原子力災害時に松浦市民の避難先に指定されて

いて、各部公民館も避難所になっています。このことから、６月に「道雄所HUG研修」、11月

に「松浦市橋場町・鷹島町自治会代表者との意見交換会」を行い、そして県が実施した原子力防

災訓練を紅て、今回の研修会開催となりました。この研修で、災害避難所の中で起こる困難や感

情、工夫出来る点など多くの気付きを得ることが出来、“災害”について各々が、白分の募らす

地域の中で、自分の家庭の中で、そして自分自身の中で見つめ直す一つのきっかけとなりました。

r
f

yぺi1？・。,7
▲避維所受付の様子 ▲混雑する避難所内

　　j7｢lヽ

II≒｣苓

Ａ大･9霧社脇・討肝さん

ｔ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
’

ｉ
ｉ
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‐
Ｓ
Ｓ

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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と:･jlj'≒ﾌﾟ｣ｼIで繋がる絆

～平成24年度　音訳ボランティア交流会を終えて～

　社会福祉協議会では、波佐見高校放送部の皆さんにご協力い

ただき、「広報はさみ」の朗読カセットテープを目の不自由な

方や福祉施設等に毎月お届けする事業を実施しています。その

事業の一環で、２月16日出、音訳ボランティア活動を行っでい

る波佐見高校生とリスナーの皆さん、テープ配布ボランティア

さんによる交流会を開催しました。リスナーの皆さんからは、

ノ

毎月届けられる高校生からの‘声のおたよ○’に対して心からの感謝の言葉が贈られました。ま

た、普段はテープに［次き込まれだ声¨で繋がっている高校生とリスナーの皆さんとの問に、新

しい¨心のふれあい’が

生まれる賑やかなひとと　ごと27ﾝこ2）“声のおたより”配布お申し込み一封趾□会豊

舌となりました･　　　　　。＿･ノ　波佐見町社会福祉|必議会　　le］＊85－2240

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jljに臼耀嵐慧眼



波佐見町社会福祉協議会　登85－2240

　平成24年度

　フヅ憚こ'･………万万'7'T･:'･]i.'l'r
｡｡ﾌ'………yｯｰ-_.jフ……'二

　２月27日函、石宅介護者の会会頁・在宅で

介護をしている町民を対象とした｢在宅介虚

者リフレッシュ事業｣を歳末た酋けあい運l]

の一環で実施しました。参加者は、心身のリ

フレッシュを図ると共に、同じ在宅介護に係

わるII仲間I‘として交流を深め、家族を在宅

で介護ｌることへの想いや経験謨などをそれ

ぞれに共有する一日を過ごしました。

一 一 ‥ 一 一

あなたの悩みや想い、

話してみませんが？

波佐見町在宅介護者の会

　家族（高齢者や障害者など）を。
　一一－　－　-一一一一　一一‥　-一一　　　－
在宅で介護している在宅介護者同士

で年に数回集い、互いに介護生活の

悩みや家族への想いなどを詔り合っ

ています｡常時ご共に話せる仲間’

として、会員を募集してお○ますの

で、関心のある方|まお気軽にお問い

合せください、【事務局ﾚ社会福祉

協議会　TEL＊肪－22401

￥
Ｊ
Ｆ

．
Ｉ
一
　
　
　
９
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＠JJ,J忿･応鮨Ｊ
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　　　　嘔成2抑度手話講座(基礎課程)修了式

　５月に開講された｢手話奉仕頁養成講座(基

礎課程)｣が、全33回の講座を終え、２月21

日困修了式を迎えました。

　修了式当日は､講師を務めてくださっだ手

話サークルゆぴのわ"の皆さんや来賓の方々

に対し受講生から手話劇が披露され、今回の

講座で培った手話での表現を存分に発揮でき

る場となりました。修了生の今後の活躍にも

期待です！
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収
集
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書
き
桐
じ
は
が
き
・
力
Ｌ
ド
等
）

◆
香
典
返
し
に
か
え
て

一
Ｉ
1
1
謂



一

｜

ほ
４
、
み
湯
巻
�
工
大
国
円

第
1
1
回
原
マ
ル
チ
ノ
⑩
　
目
の
間
静
か
に
考
え
て
、
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
授
に
奉
仕
す
る
近
へ
進
む
・
決

　
平
戸
を
経
て
ぷ
路
附
へ
’
附
っ
た
　
心
を
固
め
ま
し
な
。

マ
ル
チ
ノ
た
ち
一
行
は
有
馬
＾
現
　
　
∃
ｒ
‐
ロ
ッ
バ
で
贈
ら
れ
た
大

在
の
南
島
原
市
）
を
訪
れ
ま
し
た
。
鎧
。
や
借
重
な
土
産
品
な
ど
を
手

　
有
馬
の
殿
様
明
柘
は
ン
少
年
使
　
離
２

’
：
行
は
Ｉ
牙
。
。
‐
１
つ
に
な
っ
て

節
を
送
っ
た
大
名
の
Ｔ
八
で
し
　
天
草
に
渡
り
ま
し
た
。
。
‐
‐
‘
５
９
１

た
の
で
ヽ
ロ
ー
マ
教
皇
‘
ス
ベ
イ
　
年
（
火
玉
狗
年
）
。
４
人
の
使
節

ン
Ｍ
ｙ
の
返
書
や
・
お
土
蛮
品
を
　
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
ま
し

差
し
上
げ
ま
し
ペ
　
ー
行
。
１
呵
殴
　
た
、
マ
ル
チ
ー
ノ
か
2
2
歳
の
春
の
こ

隊
の
弟
た
ち
と
８
一
日
間
に
わ
た
　
と
で
し
。
弓
　
　
　
”
”
”
”

っ
て
片
々
か
ら
の
祝
い
の
踊
り
　
　
そ
し
て
、
静
か
に
修
練
院
に
人

や
行
事
で
蛮
Ｌ
み
ま
し
た
。
　
　
。
り
ま
し
。
、
・
吻
そ
こ
は
探
求
な
建
物

　
そ
の
談
マ
ル
チ
ノ
た
ち
・
は
大
　
で
。
。
こ
こ
の
２
か
年
は
試
し
の
萌

村
に
９
’

Ｓ
：
２
９
Ｍ
で
大
村
の
殴
　
間
と
し
て
、
修
行
と
祈
り
に
明
け

様
熹
問
に
ー
－
マ
教
皇
の
返
書
　
暮
方
マ
よ
い
こ
う
し
て
、
一
・
生

と
噌
り
物
を
差
し
九
げ
ま
し
た
・
　
を
澄
江
と
貞
温
で
と
お
し
、
神
に

こ
れ
で
使
節
た
ち
の
大
き
’
な
使
　
奉
什
す
る
誓
い
を
立
て
た
の
で

硲
は
。
。
応
終
わ
り
ま
し
た
・
　
　
。
―
。

　
マ
ル
チ
ノ
た
ち
は
ズ
明
代
未
踏
　
　
修
行
の
２
年
を
終
え
た
マ
ル

の
壮
挙
を
成
し
遂
げ
た
の
’
゛
べ
自
　
デ
ー
ノ
た
ち
は
、
隣
の
7
1
・
レ
ジ
7
n

分
の
将
泌
を
決
め
る
澄
一
大
‐
な
岐
　
（
学
院
）
に
移
り
ま
し
た
。
こ
こ

路
に
立
ち
ま
し
’
Ｓ
　
・
・
つ
に
は
’
　
9
4
4
=
1
‐
の
間
、
哲
学
ｊ
Ｈ
水
文
学
・

家
庭
に
帰
「
て
父
と
同
じ
く
武
　
一
フ
テ
ン
語
な
ど
の
勉
学
に
打
ち

士
に
な
る
欠
　
一
つ
に
は
・
一
生
　
込
み
ま
し
た
。

を
キ
リ
ス
ト
教
に
奉
仕
す
る
か
・
　
　
マ
ル
チ
ノ
た
ち
は
ロ
ー
マ
か

マ
ル
チ
ノ
た
ち
は
’
加
津
佐
で
数
　
ら
の
帰
路
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス

。
／
た
ら
は
、
加
津
佐
で
日
永
・
最
初

の
活
字
印
刷
を
予
か
け
て
い
ま

し
た
。

　
加
津
佐
で
印
刷
さ
れ
た
木
は

　
「
サ
ン
ー
’
‐
ス
の
御
作
業
の
・
内
抜

き
害
」
と
い
う
諸
聖
人
の
功
績
を

書
い
た
翻
訳
と
、
「
ど
ら
り
・
な
き

り
し
た
ん
」
と
い
う
蒙
書
の
要
約

吉
、
及
び
「
加
爪
佐
物
1
.
」
の
３

暗
で
す
。
こ
れ
J
t
!
’

j
!
崎
黙
で

日
本
最
初
の
公
属
活
字
宋
・
及
び

翻
訳
書
か
印
刷
さ
れ
た
と
い
う

大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
加
津
陛
で
の
印
刷
は
、
１
５
９

’
‐
‐
‘
弑
こ
。
犬
叱
り
年
）
の
１
年
間
だ

け
で
、
翌
。
耶
に
は
圧
迫
膏
避
け
て
。
『

哉
滅
と
と
Ｉ
ｉ
に
天
り
に
渡
り
ま

し
た
。
天
草
で
は
、
「
イ
ソ
ッ
プ

物
諧
」
ら
平
家
物
順
一
が
出
版
ざ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
活
字
印
吻
・
術

を
も
た
Ｉ
り
し
た
こ
と
は
、
瓦
正
道

欧
少
年
使
節
の
大
き
な
初
績
の

‐
１
つ
で
あ
り
ま
す
乙

（
出
典
一
心
マ
ル
チ
ノ
物
冶
）

25年度新規登録会員募集！

（公社）波佐見町シルバー人材センター

.ご'J'/‾‾‾‾‾･‾‾‾‾らﾐら'ﾍｰ．
　　シルバーで、＼

顔はじける第二の人生

六

との豊かな知識と経験を地域のﾔﾗﾉ

　　年5D{}円の掛金で、
　　腰高i 0 0万円の見舞金

　　　平成Ｚ年度

市町冽｀交通災害共演へ

　　家族そろって

　　加入しましょう

圀歳以上の健康で働く意欲のある方は

　　　どなたでも登録できます。

ご入会はセンター事務所にお越しください。

　　　　　　(役場上駐車場)

●問い合わせ先

　(公社)波佐見町シルバー人材センター

　‘S･27－6101　FAX　27－6105

●加入できる万　波佐見町に住民登録をしでい

　　　　　　　　る方（就学のため一時的に転

　　　　　　　　出している方も加入できま

　　　　　　　　す｡）

●申し込み方法　１月に配布した加入甲込省（は

　　　　　　　　がき）に、1人当たり500円の

　　　　　　　　掛金を添えて下記までご持参

　　　　　　　　ください、

●申込・問い合わせ先

　役場総務課総務艇　豊85－2111

2nJJ附皮尼疹
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剖打日

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

みやた小児科医院UII I剔

LN，剥Hほ睨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　．

４　

．_

松村内屏･消化器科OI淮m

l11　渕　医　限□JII－

こうの内科医院Q誂見J

　　＆一匹石

　　柘べ辺1

0!J57 -47－〔回E〕

　　82－ 2111

　　j)－75Cn

M1:|実松）整形外科医ll陳陸削　司57-･17-027S

21ii　いちのせ内科絹司ＳＩＨ波ｌ見l　　　s-777ﾛ
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回λ学校だぷり 子どもがつくる南小学校la。。
　本校は今年度「子どもがりくゐ南小｡|にしようとご7･どもたちlﾆ命校朝会で呼ぴかけ

ました。その攻舶の一環として、「南、子の宝」を･っくろうというものがあり１す。南り

子みんなでできることを増やし、できたものは徊dヽの宝にＬようというものです。現在、

　「かかとをそろえてくつ並べ」、「ペットポトルキャ･ンプ鴉め」が「1111り子のI･に」にな

りてい１す。もう少しで宝になりそうなものが「･昼のランニンダ」と「お先1こ笑顔であ

いきつ｣です，昼のラン心･グも昨年と比ぺると走る子と'もたちの人数が増え毎1ﾖ2o郎也兜F笑町恕た｣,９２ｊ

を超えています、体育委員会が呼びかけ､｡毎日作業を淀してくれるおかげだと思っでい

ます。あいさつは生活劃に1会が７く宝にしようとかんばっています。g:期ごとに「あい

さつ逐一」を工吏して行りています。「あいさつ運動」の時は素|lil防しいのですが、一

時すると声が小さくなったり、お先にできなか、たり‥。これが本校の課題です。し

かし、６年生が学級会’内i9し合って「1蜘丿子の宝盛り｡トパ限」を２剽鴎こ結成してくれ

ました。３学鰯も毎日、中央玄関であいきつ運動をしています、こんなやる気のある素

晴らしい于どもたちのいる隋小学校です。
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